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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：分泌型。この遺伝子はムチンタンパク質ファミリーのメンバーをコードする。ムチンは多くの上皮組織で産生される高分子糖タンパク質である。この遺伝子によってコードされるタンパク質は分泌され、腸管腔を保護する不溶性の粘液バリアを形成する。このタンパク質は重合してゲル化し、その重量の80%はオリゴ糖側鎖で構成される。このタンパク質は、スレオニンとプロリンに富むタンデムリピート構造を含む中央ドメインを特徴とし、そのコピー数は個人によって50～115コピーの範囲で変化する。この遺伝子の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されているが、その全長は不明である。[RefSeq提供、2008年7月]
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	マウス結腸細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をMUC2ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

